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はじめに  

 町民の皆様におかれましては、町教育行政の推進にご支援・ご協力を賜り心から感謝申

し上げます。  

 さて、新型コロナウィルスも感染症法上の位置付けが今年の５月から５類に移行し、学

校現場も感染拡大前の日常に戻りつつあります。しかしながら、この３年余りの間、子供

たちの様々な教育活動が制限され、学力面や体力面さらには精神面において失ったものが

大きかったのは事実です。一刻も早くこのような状況を改善し、子供たちの健全な育成の

ために尽力してまいります。  

 この令和５年度教育要覧『かわじまの教育』は、本年度の教育行政推進に係る各種資料

やデータを網羅しています。様々な場面でご活用ください。  

「学校教育」では、令和７年度にスタートする小中一貫教育校に向けた準備に全力で取

り組んでおります。小中一貫教育校は、小学校から中学校までの９年間の教育課程を一貫

し、学習指導の連続性を確保できることが大きな特徴です。  

児童生徒の成長や特性を長期に渡って見守ることで、「個性の伸長」や「下級生への思い

やり」、「上級生へのあこがれ」が育まれる効果も期待されます。  

 少子化が進むなか教育の質の確保や、生成ＡＩの登場などによる教育環境の変化への対

応など課題は山積しておりますが、「自ら学び続ける子の育成」がこれらの課題に向き合う

最善策と捉えております。そのためには、昨年度作成した川島町「授業スタンダード～主

体的・対話的で深い学びの実現を目指して～」による授業改善の推進が必要です。  

今年度は、「輝く瞳、あふれる笑顔、光る汗」をキャッチフレーズに学校現場を支援して

まいります。  

 「生涯学習・社会教育」の文化財関係では、４月１日に、旧小見野小学校内に「かわじ

ま郷土資料展示室」を開室いたしました。川島町の自然・地理、歴史やこれまでに集めて

きた貴重な土器、民具（生活用品）などを展示しています。さらに同月１５日に「第３６

回郷土芸能祭」を開催いたしました。今回は、川島町指定無形民俗文化財である飯島囃子

連、角泉囃子連にも参加していただきました。また、スポーツ関連として川島町総合型地

域スポーツクラブが、設立から４年目を迎え、会員数が 200 名を超えました。今後も引き

続き、クラブの育成・支援に努めてまいります。  

 今年度は、「学び・支え合いながら全ての人々のウェルビーイングを実現する生涯学習」

を目指してその実現に尽力してまいります。  

 教育委員会は、子供たちや町民の皆様が生き生きと学び、この川島町を誇りと思えるよ

うな教育行政の推進に、今後も力を注いでまいります。  

令和５年８月  

川島町教育 委員会教育 長 関口 敬氏

－ 1 －



川
島
町
民
憲
章

　
　

（
昭
和
五
十
九
年
十
一
月
三
日
制
定
）

　
わ
た
く
し
た
ち
の
か
わ
じ
ま
は
　
古
く
成
り
立
ち
の

と
き
以
来
　
住
民
の
結
束
に
よ
り
発
展
し
て
き
ま
し
た

　
わ
た
く
し
た
ち
は
　
こ
の
か
わ
じ
ま
ま
ち
を
こ
よ
な

く
愛
し
　
教
養
を
高
め
　
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
　
い
っ

そ
う
住
み
よ
い
ま
ち
に
す
る
た
め

こ
こ
に
町
民
憲
章
を

定
め
ま
す

　
一
　
か
わ
じ
ま
を
守
る
堤
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
の
き
ず
な

　
一
　
か
わ
じ
ま
を
生
か
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
れ
い
で
豊
か
な
自
然

　
一
　
か
わ
じ
ま
を
築
く
力
は

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働
く
こ
の
手

一

か
わ
じ
ま
の
伝
統
受
け
継
ぎ

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
創
ろ
う
文
化

一

か
わ
じ
ま
の
宝
だ

　

　
　
　
　
　
　
　

伸
ば
せ
子
供
た
ち

川
島
町
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言

（
昭
和
五
十
二
年
一
月
一
六
日
）

わ
た
し
た
ち
川
島
町
町
民
は
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
し
、

ス
ポ
ー
ツ
を
親
し
み
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
よ

り
健
康
の
増
進
を
図
り
、
よ
っ
て
住
み
よ
い
ふ
る

さ
と
を
建
設
す
る
た
め
次
の
目
標
を
か
か
げ
て
、

こ
こ
に
「
ス
ポ
ー
ツ
都
市
」
を
宣
言
い
た
し
ま
す

　
一
、
町
民
す
べ
て
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み

実
践
し
よ
う
。

　
一
、
力
を
あ
わ
せ
て
ス
ポ
ー
ツ
の
で
き
る

場
と
環
境
を
確
保
し
よ
う
。

　
一
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
社
会
連
帯
感
の

高
揚
を
図
る
た
め
、
地
域
に
も
職
場

に
も
ス
ポ
ー
ツ
の
場
と
機
会
を
つ
く

　
　
ろ
う
。

川
島
町
民
憲
章

（
昭
和
五
十
九
年
十
一
月
三
日
制
定
）

わ
た
く
し
た
ち
の
か
わ
じ
ま
は

古
く
成
り
立
ち
の

と
き
以
来

住
民
の
結
束
に
よ
り
発
展
し
て
き
ま
し
た

わ
た
く
し
た
ち
は

こ
の
か
わ
じ
ま
ま
ち
を
こ
よ
な

く
愛
し

教
養
を
高
め

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み

い
っ

そ
う
住
み
よ
い
ま
ち
に
す
る
た
め

こ
こ
に
町
民
憲
章

を
定
め
ま
す

一

か
わ
じ
ま
を
守
る
堤
は

心
の
き
ず
な

一

か
わ
じ
ま
を
生
か
す

き
れ
い
で
豊
か
な
自
然

一

か
わ
じ
ま
を
築
く
力
は

働
く
こ
の
手

一

か
わ
じ
ま
の
伝
統
受
け
継
ぎ創

ろ
う
文
化

一

か
わ
じ
ま
の
宝
だ

伸
ば
せ
子
供
た
ち

川
島
町
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言

（
昭
和
五
十
二
年
一
月
十
六
日
）

わ
た
し
た
ち
川
島
町
町
民
は
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
し
、

ス
ポ
ー
ツ
を
親
し
み
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
よ

り
健
康
の
増
進
を
図
り
、
よ
っ
て
住
み
よ
い
ふ
る

さ
と
を
建
設
す
る
た
め
次
の
目
標
を
か
か
げ
て
、

こ
こ
に
「
ス
ポ
ー
ツ
都
市
」
を
宣
言
い
た
し
ま
す

一
、
町
民
す
べ
て
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
実
践

し
よ
う
。

一
、
力
を
あ
わ
せ
て
ス
ポ
ー
ツ
の
で
き
る
場
と

環
境
を
確
保
し
よ
う
。

一
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
社
会
連
帯
感
の
高
揚

を
図
る
た
め
、
地
域
に
も
職
場
に
も
ス
ポ

ー
ツ
の
場
と
機
会
を
つ
く
ろ
う
。

－ 2 －



生涯学習推進のまち宣言 

わたくしたち川島町民は

生涯にわたり健康で楽しく学び合い

思いやりと心のきずなを大切にし

仲良く助け合う家庭をつくり

明るく心豊かな人生が送れる

ふるさと文化の香るまち「かわじま」の実現をめざします

町制２０周年にあたり

「生涯学習推進のまち」とすることを宣言します

平成４年１１月３日

川島町平和都市宣言 

四方を川に囲まれた豊かな自然の中で、安らぎに満ちた平和な

日々を送ることが、川島町民すべての願いです。

  しかしながら、今なおこの地球上では、戦争や悲惨な争いなどに

より多くの尊い命が奪われています。

  私たち川島町民は、戦争の惨禍が繰り返されることがないよう、

次世代にも平和な尊さを訴え続けていかなければなりません。

  私たち川島町民は、美しい郷土、恵まれた自然、豊かな生活を、

未来を生きる子どもたちに継承していくために、町民の心を一つにし

て平和への誓いを新たにし、ここに「平和都市」を宣言します。

平成３０年１０月１日

川島町長
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Ⅰ 町 の 概 況
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Ⅱ　教育行政及び学校教育
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川島町教育委員会 

【教育委員会】 

教育委員会は、地方教育行政の組織運営に関する法律に基づき、町の教育に関する事務を

処理するため、市町村等に設置される合議制の執行機関です。 

町長が議会の同意を得て任命した教育長と委員４人で構成されており、学校教育、生涯学

習、文化財、文化・スポーツの振興などの分野において教育行政を一体的に推進する役割を

担っております。 

教育委員会の会議は、原則として毎月１回開催される定例会と教育長が認めるとき、また

は２人以上の請求により開催される臨時会があります。 

会議では、・「教育行政の運営に関する基本的な方針及び計画の決定に関すること」 

・「学校その他の教育機関の設置等に関すること」 

・「教科用図書の採択に関すること」 

・「教育委員会規則等の制定または改廃を行うこと」 

などを教育長及び教育委員の合議により決定いたします。 

【教育長及び教育委員会委員】 

教育長は、人格が高潔で、教育行政に関して識見を有するもののうちから、町議会の同意

を得て町長が任命し、任期は３年です。委員は、人格が高潔で、教育、学術及び文化に関し

て職権を有する者のうちから、町議会の同意を得て町長が任命し、任期は４年です。 

（敬称略） 

職   名 氏   名 任   期 

教 育 長 関口 敬氏 令和 ５年 ４月 １日～令和 ６年１０月 ３日 

教育長職務代理者 磯  賢司 令和 ２年１０月 １日～令和 ６年 ９月３０日 

委   員 仁宮 牧子 令和 元年１０月 １日～令和 ５年 ９月３０日 

委   員 猪鼻 昌江 令和 ３年１２月１８日～令和 ７年１２月１７日 

委   員 天宮  弘 令和 ５年 ４月 １日～令和 ９年 ３月３１日 
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４ 「英語の町」を目指した英語教育の推進 

（１）英語教育充実事業の実施

◇小学校外国語支援員の配置

◇ＡＬＴによる英語体験教室「英語村」の充実（対象：５・６年生）

◇英語シャワーデイの実施（全小学校で実施予定）【継続】

※１校にＡＬＴが集まり、英語に集中的に触れるイベントを実施。

（２）英語検定受験推進事業の実施

◇中学生英語検定受験料を負担（年１回、２級まで）※私立含む

◇小学生英語検定受験料を負担（年１回、３級まで、対象：５・６年生）

※私立含む

◇学校と私塾が連携した「英語検定取得支援講座」の充実
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２ いじめ・不登校対策の推進 

（１）教育相談体制の充実

◇さわやか相談員、スクーリング・サポートセンター相談員、ＳＣ（スクールカ

ウンセラー）、ＳＳＷ（スクールソーシャルワーカー）との連携強化

◇中学生学校生活等意識調査（hyper-QU～よりよい学校生活と友達づくりのた

めのアンケート）に係る補助事業の実施

３ 健康づくりとスポーツの推進 

（１）子供の健康保持・増進

◇フッ化物洗口によるう蝕予防対策

（２）体力向上の推進と学校体育の充実

◇民間スイミングスクールと連携した小学校水泳授業指導

◇部活動（中学校）地域連携の推進

◇体力向上推進委員会による研究並びに授業研究会の実施

◇外部指導者による運動部活動の充実

－ 15 －



 個別最適な学びと協働的な学びを実現するために、９年間の学びと育ちの連続性を重

視した小中一貫を見据えた教育を推進するとともに、ＧＩＧＡスクール構想実現を目指

し、ＩＣＴを活用した教育の更なる充実を推進します。 

全ての子供たちが個に応じた教育が受けられるよう、指導方法や指導体制の工夫・

改善、特別支援教育の充実を図ります。また、「川島方式子供学習支援システム」を

継続し、学力の更なる向上を目指します。  

特に、最大の教育環境である教師が学び合い、高め合うことで資質・能力の向上を

図るとともに、家庭・地域と連携し教育環境の充実を図ります。 

●重点施策と主な取組●

１ 時代の変化に対応した教育環境の整備 
（１）小中一貫教育の推進

◇小中一貫教育推進協議会委員、専門部会委員による実践研究の継続

◇小学校と中学校の連携、交流、研究事業

◇小中一貫教育校（低学年棟）の設計

◇統合協議会（①校名・通学部会、②総務・教育部会、③PTA・後援会等部会） 

の設置

（２）ＧＩＧＡスクール構想に対応した教育環境の充実

◇児童生徒１人１台学習用端末活用の環境充実

◇児童生徒用デジタル教科書の更なる導入と活用・研究

（３）安全で快適な学校施設等の整備・充実

◇川島中学校改修事業（工事）

２ 教職員の資質・能力の向上 

（１）個別の教育的ニーズに応えることができる教員の育成

◇全教職員対象の特別支援教育に関する研修の実施

◇特別支援教育の視点を生かした授業・学級経営の推進に関する研修の実施

◇個別の教育支援計画・指導計画の作成と活用の推進

（２）信頼関係に基づく生徒指導・教育相談が進められる教員の育成

◇児童生徒理解に基づく生徒指導の推進に関する研修の実施

◇あらゆる機会をとらえた教育相談の推進に関する研修の実施
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（３）教師の指導力・授業力の向上

◇全教職員研修会の実施（学力向上・小中一貫教育の推進）

◇川島町教育研究会と一体となった教科等の授業研究会の計画的な実施による

実践的な研修の充実

◇他校における授業参観による自主研修の推進

◇学校指導訪問によるきめ細やかな指導支援の実施

◇川島町立小・中学校「学び合い交流事業」の実施【継続】

※町内の先輩教員との交流を通して、教員が学び合う機会を提供。

（４）教職員倫理の確立

◇各学校における倫理確立委員会の充実を目指す研修の実施

３ 学力向上のための基盤整備 

（１）「川島方式子供学習支援システム」による学力向上の推進

◇基礎学力向上事業

・家庭学習ノートの作成・配付と活用の充実

・川島町 CRT 学力確認テストの実施（１月）

・比企地区学力テストの補助

◇小学生日本語検定受検推進事業

◇きめ細かい教育推進事業（各学校の実態に応じた、町費による３５人学級編制） 

◇私塾と連携した通塾支援事業

◇放課後児童クラブ学習支援事業

◇外国人児童・生徒支援事業

４ すべての子供の学びの保障 

（１）就学支援の充実

◇育英資金貸付事業

◇奨学金利子助成事業

◇自転車総合保険加入事業

◇中学校新１年生自転車通学用ヘルメット支給事業【継続】
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課    名 担 当 名

･学校統合の計画及び実施

･学校の設置及び廃止

･通学区域

･教育委員会の会議 ･所管の調査統計

･予算決算の統括 ･重要施策及び諸計画の調整

･規則の制定改廃

･教育施設の使用

･教育財産の総括管理

･教育施設の営繕

･教職員の人事・服務・研修 ･児童・生徒・教職員の保健及び安全

･生徒指導 ･児童・生徒の就学援助

･学級編制 ･児童・生徒の就学

･給食の調理 ･食器の洗浄・消毒

･給食の運搬 ･給食施設、調理器具の管理

･学校給食センター運営委員会の会議

･給食費の徴収

･給食材料の購入 ･給食材料の需要申請

･給食材料の品質検査 ･物資納入業者の管理

･献立作成 ･アレルギー対応

･衛生管理指導 ･栄養関係諸報告

･社会教育の企画調整 ･生涯学習講座の開催・援助

･社会教育関係団体の育成指導 ･社会教育施設・公民館の管理運営

･文化芸術の振興

･文化財の保護、調査、保存管理及び活用

･文化財の指定及び解除

･文化財保護意識の醸成

･人権教育の推進

･人権教育指導者研修・育成

･人権教育講演会、研修会の開催

･生涯スポーツの推進 ･社会体育施設管理運営

･スポーツ教室の開催 ･社会体育関係団体の育成指導

･図書館管理 ･資料の収集整理保存

･図書館サービス ･読書普及

 図書館
 グループ

生涯学習課

生涯学習
グループ

 給　食
 グループ

教 育 委 員 会 事 務 局   事 務 分 掌

事 務 分 掌

学校教育
グループ

学校統合
推進室

教育総務課
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生涯学習グループ

図書館グループ

教

育

委

員

会

教

育

長

小　　学　　校

中　　学　　校

教 育 委 員 会 事 務 局 の 機 構

給食グループ

学校統合推進室

学校教育グループ教育総務課

　スクーリング
　サポートセンター

学校給食センター

公　　民　　館

体　　育　　館

運　　動　　場

生 涯 学 習 課

図　　書　　館

川島町民会館

ふれあいセンター
フラットピア川島
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学 校 概 要
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伊草小学校

『自分を大切に　仲間を大切に　そして時間を大切に』
校 長　 栁澤　睦夫 ・所在地　川島町大字伊草 ２３８－１

教 頭　 金子　美里 ・電　話　０４９－２９７－００４９

・ＦＡＸ　０４９－２９７－８４１２

児童・学級数の現況　

(令和５年５月１日現在)

学年 児童数 学級数

1 年 生 30② 1

2 年 生 35 1

3 年 生 52② 2

4 年 生 45 2

5 年 生 41② 2

6 年 生 31③ 1

特別支援学級 9 2

合 計 243 11
※丸数字は、特別支援学級児童

◎ い　<いつも明るく楽しい学校にしよう>

○ やさしさいっぱい（徳育） ◎ ぐ　<クラスで高め合い、学び合う学校にしよう>

○ 学びいっぱい（知育） ◎ さ　<最高な仲間とともに、健康な心と体を育める学校にしよう>

○ 力いっぱい（体育） ◎ こ　<子供一人一人が主人公になる学校にしよう>

◎ う　<美しく、安全な学校にしよう>

令和　元年　７月 校庭東側フェンス改修工事

令和　３年　２月 ＧＩＧＡスクール構想による１人１台学習用端末導入開始

　令和　４年１２月　 トイレ大規模改修工事

平成２６年　９月 校舎非構造部材耐震化工事

平成２６年１１月 プール改修工事

平成２８年１２月 川島町学校木育推進校として認定

平成２３年　９月 普通教室にエアコン設置

平成２４年　８月 太陽光発電設備設置

平成２５年　９月 体育館非構造部材耐震化工事

平成１８年　２月 落成記念式典挙行

平成１９年　３月 体育館竣工

平成２２年　２月 デジタルテレビの設置

平成　８年　２月 開校１２０周年記念式典挙行

平成１４年　４月 文部科学省・埼玉県教育委員会学力向上フロンティアスクール研究指定(平成１４～１６年度）

平成１７年１２月 新校舎竣工

昭和５３年　３月 校舎新築、屋内運動場新築

昭和５８年　３月 南校舎新築

平成　２年１１月 伊草小PTA文部大臣賞受賞

明治３５年１０月 現在地に校舎新築

昭和４１年　７月 校舎新築・プール竣工

昭和４８年　３月 校旗、校歌制定

明治　７年　４月 伊草学校創立大聖寺を校舎に充用

明治　９年　５月 角泉学校創設慈眼院を校舎に充用

明治２２年　５月 町村制施行と共に伊草及び角泉、安塚、飯島を併せて伊草尋常小学校設置

学 校 沿 革 の 概 要

教   育   目   標 重 点

かがやく子供

学校研究課題
『主体的・対話的で深い学び』の実現を目指した授業の創造

　～確かな読解力の育成～

校章
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つばさ南小学校

『一人一人が生き生き輝く つばさ南小学校』
校 長　 山﨑　清美 ・所在地 　川島町大字白井沼９４５

教 頭　 新井　雅代 ・電　話　０４９－２９７－００７７

・ＦＡＸ　０４９－２９７－８４１３

児童・学級数の現況　

　(令和５年５月１日現在)

児童数 学級数

1 年 生 15 1

2 年 生 17 1

3 年 生 16② 1

4 年 生 14① 1

5 年 生 18① 1

6 年 生 19 1

特別支援学級 4 2

合 計 103 8
※丸数字は、特別支援学級児童

◎教育理念
温かい人間関係を大切にし、すべての教職員が参画 (1)児童理解を基盤とした、かかわりと広がりを意識した学年
する学校経営 経営の充実
○ やさしく　（徳）
○ かしこく　（知） (2)基礎・基本の定着とわかる・できる授業の展開による学力
○ げんきよく（体） の育成

「目指す学校像」 (3)豊かな心を育む道徳教育の推進

(4)健康安全の保持と体力向上
○ 心と心の通い合う温かく、安心できる学校
○ (5)安心・安全な学校づくりの推進

喜びのある学校
○ 清潔で潤いがあり環境が整った美しい学校 (6)開かれた学校づくり
○ 保護者・地域に開かれた、愛着のある学校

学 校 沿 革 の 概 要

平成３０年　４月 三保谷小学校と出丸小学校が統合し、つばさ南小学校として開校

令和　３年　２月 ＧＩＧＡスクール構想による１人１台学習用端末導入開始

学校研究課題
持続可能な社会を担う児童の確かな資質・能力の育成
～自然とのつながりを通して～

教   育   目   標 重 点

子供が生き生きと活動し、保護者・地域から信頼さ
れる学校

確かな学力を身につけさせ、学ぶ楽しさ、学ぶ

校章
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Ⅲ 生 涯 学 習
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計画 評価施策・予算

フィードバック

５　年間事業計画設定

　年間事業計画である教育行政重点施策は、総合振興計画・生涯学習推進総合計画をふ

まえた上で決定します。具体的な各種取組は、広報紙、町ホームページ、かわべえメー

ル等を活用して周知します。

６　事業評価

　評価の方法は、教育行政重点施策に掲げた目標を評価します。具体的には、まずは職

員による自己評価を行い、次に学識経験者による第３者評価を行います。その結果は、

「教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価報告書」としてまとめ、町

ホームページ等で公表します。

　本計画は、総合振興計画の下位計画となります。生涯学習に関する諸計画は、本計画

を最上位計画とし、以下のとおりの構成になっています。本計画の下位計画として、教

育行政重点施策、さらにその下位計画として、学習プログラムが位置付けられます。

生涯学習推進総合計画

中・長期的な展望のも
とにつくられる、年次
的な支援計画
（期間：５年間）

教育行政重点施策

当該年度に行う学習・
活動等を総合的にまと
めた実施計画
（期間：１年）

学習プログラム

個々の事業の目的・主旨に
基づいてつくられる詳細な
運営・展開の計画

４　生涯学習推進総合計画と年間事業計画の位置づけ

３　生涯学習の施策体系（生涯学習推進総合計画）

　計画の施策体系は、以下のとおり基本目標、施策、主な取り組みで構成されています。

基本目標（５項目）

施策（１４項目）

主な取り組み（４２項目）
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基本目標 主要施策 主な取り組み

①地域活動センター（仮称）開設準備検討委員会の
　実施

②先進事例地の視察・情報収集

①地域学校協働活動「地域ゆめ・みらいづくり
　事業」の充実

②地域団体（学校・ＰＴＡ・地域子ども教室・
　公民館等）のネットワーク化

③地域活動センター（仮称）との連携方法の検討

④近隣大学との連携による各種講座・教室の充実

①総合型地域スポーツクラブへの支援と活動の充実

②中学生の部活動支援に資する内容の実施

③魅力的なスポーツフェスティバルの実施

①公民館施設の在り方の検討

②緊急時対応修繕費の計上

①各種委員会・団体の資質向上に係る研修会の充実

②総合型地域スポーツクラブ・スポーツ少年団・
　文化協会・スポーツ協会への事業助成及び
　運営支援

③外国人支援団体への運営支援

①電子図書館システムの導入の検討

②図書館システムの活用による読書支援の拡充

③学習者への支援機能・相談・情報提供機能の充実

④夏休み子ども学習支援講座（宿題サポート）の
　充実

⑤緊急時対応修繕等による適切な施設の維持管理

①小学生への読書推進事業の充実

②ＹＡ（ヤングアダルト）世代への読書推進事業
　の充実

③町内小中学校との連携強化

３　質の高い
　　図書館運営

(１)町立図書館の利便性の向上

(２)子どもたちの豊かな読書体験
　　の推進

２　学習施設の
　　適切な管理
　　運営と団体
　　支援

(１)社会教育・体育施設の適切な
　　維持管理

(２)各種団体への支援

第６次川島町生涯学習推進総合計画の概要

１　生涯学習の
　　推進体制の
　　再構築と
　　実践

(１)地域活動センター（仮称）の
　　開設に向けた調査・研究

(２)地域学校協働活動の実践と
　　研究

(３)総合型地域スポーツクラブと
　　連携した活動の充実

基本理念
楽しくまなび、仲間をつくり、豊かな地域をそだてる
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①趣味、教養に関する講座

②地域の課題解決や安全安心づくりのための講座

③家庭教育に関する講座

④優しさを育む人権教育の実施

①総合型地域スポーツクラブと連携したスポーツ
教室の充実

②体力測定等の健康づくり事業の実施

③ウォーキングイベントの充実

①中央文化展の充実

②生涯学習町民ふれあいフェスティバルの充実

③気軽に参加できるミニコンサート等の実施

①旧小学校における子供の居場所づくりの推進

②地域学校協働活動「地域ゆめ・みらいづくり
事業」の充実（再掲）

③地域子ども教室の実施

①伝統文化の映像記録と公開

②伝統芸能団体への活動費補助事業

③郷土芸能祭の実施

①既存文化財資料の整理、保存

②歴史・文化に関する講座等の実施

(3)かわじま郷土資料館（仮称）
開設に向けた準備

①かわじま郷土資料館（仮称）設置準備委員会の
開設

②かわじま郷土資料館（仮称）展示資料の調査・
研究・作成

５　伝統芸能の
　　継承への
　　支援と文化
　　財の保護

(１)地域に根差した伝統芸能の
継承のための支援

(２)文化財の保護

４　地域課題に
　　対応した各
　　種学習機会
　　やスポーツ
　　教室の充実

(１)知的好奇心を刺激する講座等
の充実

(２)スポーツの推進に関する取組

(３)文化・芸術に関するイベント

(４)子どもの豊かな学習・体験
活動の推進
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Ⅳ 社 会 教 育
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建設年度

川島町コミュニティセンター 面積 1,377 ㎡ 昭和５５年度

　川島町大字下八ツ林 ９２３ ・和室 (2部屋) ・談話室

　　℡ 049-297-1611 　FAX 049-297-6710 ・会議室 (3部屋)

面積 636 ㎡ 平成１０年度

　川島町八幡 ６－１－２ ・多目的ホール ・研修室

　　℡ 049-297-1117 　FAX 049-297-7773 ・調理室 ・和室

総面積 2,475 ㎡ 昭和５５年度

　川島町大字下八ツ林 ９２３ ・体育館（ｱﾘｰﾅ） 1,134 ㎡

　　℡ 049-297-1611 　FAX 049-297-6710 ・卓球室 148 ㎡

・多目的室 148 ㎡

・ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｰｽ(1周) 130 m

総面積 24,045 ㎡ 　昭和４７ ～

　川島町大字下八ツ林 ９３０ ・運動場 20,895 ㎡ 　　　　５０年度

　　℡ 049-297-1611 　FAX 049-297-6710 ※照明58年度

3,150 ㎡

・北 10,311 ㎡ 昭和５９年度

　川島町大字出丸下郷 １０２５ ・南 11,289 ㎡

　　℡ 049-297-1611 　FAX 049-297-6710

・クレイコート(２面) 1,208 ㎡ 昭和５５年度

　川島町大字白井沼 ４５７

　　℡ 049-297-1611 　FAX 049-297-6710

総面積 1,124 ㎡ 昭和６１年度

　川島町大字下八ツ林 ９２３ ・柔道場 420 ㎡

　　℡ 049-297-1611 　FAX 049-297-6710 ・剣道場 420 ㎡

総面積 231 ㎡ 平成元年度

　川島町大字下八ツ林 ９２３ ・射場（３人立ち） 63 ㎡

　　℡ 049-297-1611 　FAX 049-297-6710 ・的場 16 ㎡

・矢道 １51 ㎡

面積 79 ㎡ 昭和６３年度

　川島町大字下八ツ林 ９２３ （鉄骨造・平屋建）

　　℡ 049-297-1611 　FAX 049-297-6710 ・陶芸窯１基　・電動ろくろ３台

総面積 1,994 ㎡ 昭和６１年度

　川島町大字下八ツ林 ９２６－１ ・ホール　・アリーナ

　　℡ 049-297-1667 　FAX 049-297-6710

※文化施設
・研修室　・会議室１・会議室2

出丸運動場

川島町ゲートボール場

川島町武道館

川島町弓道場

かわじま窯

※川島町民会館

総合運動場

社会教育施設の概要

名称、所在地ならびに連絡先 主  な  施  設

ふれあいセンターフラットピア川島

川島町民体育館

野球場、ソフトボール

照明施設

テニスコート（４面）

野球場（北・南） １面

ソフトボール場（南） ２面

ソフトボール場（北） ２面
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（コミュニティセンター内）

比企郡川島町大字下八ツ林９２３ ℡ ０４９ - ２９７ - １６１１

館長 主事

建 設 年 度

敷 地 面 積

収 容 台 数

その他特徴的なこと

・コミュニティセンターとの共有施設

１２月 ２９日 ～ １月 ３日

8:30 ～ 21:00

Ⅰ． 生きる力と豊かな心に満ちた人間の育成

Ⅱ． すこやかで明るく、仲良く助け合い、社会に貢献する家庭の育成

Ⅲ． 人権教育の推進

Ⅳ． 町民の健康増進と生涯スポーツの推進

Ⅴ． 地区公民館とは趣き、規模の異なる事業を開催する。

Ⅵ． 地区公民館の連絡調整を行う。

  年間開催回数及び審議事項（中央公民館、地区公民館共通の委員）

年2回

・公民館事業や公民館運営に関する諸課題について

・その他

館運営の基本方針

・中央公民館は町民の要請に沿った広範な事業を開催する。

また、地区公民館の連絡調整を行う。

事業の特徴（館として特に力を入れていること)

・青少年の健全育成を目標として、様々な体験学習の機会を提供する地域子ども

教室を開催しており、また、親子や高齢者等が気軽に参加できる様々な事業も

取り入れている。

　和室①（27畳）、和室②（18畳）、会議室①（100㎡）、
会議室②（50㎡）、会議室③（50㎡）、談話室（50㎡）

休 館 日

開 館 時 間

運
営
方
針

公
民
館
運
営
審
議
会

開催回数

審議事項

施
設

構 造

駐 車 場

施 設 概 要

有 ２００ 台

公  民  館  概  要

中 央 公 民 館 令和5年４月1日現在

所 在 地

職     員 小久保 聡　(兼) 友光 敏之(兼)　守屋 紗矢香(兼)

鉄筋コンクリート 昭和 55年度

建 物 面 積 １，３７７．００ ㎡ ８，０００．００ ㎡
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℡　０８０ - ８４８３ - ８７１４

館長 主事 蓮見　重人

館運営の基本方針

・地域住民の学習要求にこたえられるような事業を推進する。

事業の特徴（館として特に力を入れていること)

・各種使用団体が当番を決め、清掃活動を実施している。

・盆踊り大会、合同地区体育祭等を実施することで、地域づくりに取り組んでいる。

℡　０８０ - ８４８３ - ８７１５

館長 木村　明 主事 馬場　武男

館運営の基本方針

・地域づくりと生涯学習の拠点となるべき事業を推進する。

事業の特徴（館として特に力を入れていること)

・高齢者学級

・スポーツ大会等を実施し愛好者を通じてコミュニティの育成に努める。

℡　０８０ - ８４８３ - ８７１６

館長 安田　勝美 主事 田中　裕康

館運営の基本方針

・生涯学習の拠点として、だれでも、いつでも、学習できるように運営する。

事業の特徴（館として特に力を入れていること)

・盆踊り大会・敬老芸能大会・文化祭

・スポーツイベントを実施して、地域住民の健康づくりに寄与している。

連絡先

職     員

出 丸 公 民 館

連絡先

職     員 夘月　利幸

八 ツ 保 公 民 館

連絡先

職     員

小 見 野 公 民 館
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№ 団 体 名

1 中 山 ス ポ ー ツ 少 年 団

2 三 保 谷 ス ポ ー ツ 少 年 団

3 柔 道 ス ポ ー ツ 少 年 団

4 川島ライオンズスポーツ少年団

5 JJF ス ポ ー ツ 少 年 団

6 川島剣道スポーツ少年団

7 TCA 川 島 走 遊 会

№ 団 体 名 代 表 者 № 団 体 名 代 表 者

1 野 球 連 盟 馬場 武男 1 永 井 真 也

2 バ レ ー ボ ー ル 連 盟 神 田 隆 2 矢 部 京 子

3 バ ド ミ ン ト ン 連 盟 馬橋 俊男 3 岡 部 俊 夫

4 イ ン デ ィ ア カ 連 盟 勝 田 悟 志 4 大 野 健 一

5 サ ッ カ ー 協 会 矢部 勝宏 5 小 田 秀 春

6 ソ フ ト テ ニ ス ク ラ ブ 道祖土義之 6 江 﨑 洋 子

7 剣 道 連 盟 大久保道夫 7 菊 池 建 太

8 柔 道 会 町田 文夫 8 小 岩　 和 子

9 空 手 道 澤田 和夫

10 ほ な み 会 （ 民 踊 ） 鈴木ゆり子

11 ゴ ル フ 協 会 比留間敏之

12 ス キ ー 連 盟 関 口 孝 美

13 卓 球 連 盟 佐々木義文

14 グラウンド・ゴルフ連盟 吉田 俊夫

15 合 気 道 川 島 町 同 好 会 馬場 孝師

16 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 協 会 花 嶋 真 次

川 島 町 郷 土 愛 好 会

ウクレレサークルフレンズ

川 島 町 書 道 愛 好 会

川 島 町 陶 芸 ク ラ ブ

ぬ の し り 写 友 会

川 島 俳 句 連 盟

川島町絵画愛好会“遊画”

合 唱 連 盟

剣道 川島町武道館

ランニング つばさ北小学校グラウンド・体育館

川島町スポーツ協会加盟団体一覧 川島町文化協会加盟団体一覧

柔道 川島町武道館

野球 防災基地グラウンド

バスケットボール 町民体育館

サッカー 防災基地グラウンド

川島町スポーツ少年団 一覧

活 動 種 目 主な活動場所

バレーボール・サッカー 中山小体育館・グラウンド
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所 有 者 又 は 管 理 者

◎ 建 造 物 廣 徳 寺

◎ 工 芸 品 （ 公 財 ） 遠 山 記 念 館

◎ 書 跡 （ 公 財 ） 遠 山 記 念 館

◎ 書 跡 （ 公 財 ） 遠 山 記 念 館

◎ 絵 画 （ 公 財 ） 遠 山 記 念 館

◎ 絵 画 （ 公 財 ） 遠 山 記 念 館

◎ 建 造 物 （ 公 財 ） 遠 山 記 念 館

◎ 建 造 物 （ 公 財 ） 遠 山 記 念 館

◎ 建 造 物 （ 公 財 ） 遠 山 記 念 館

◎ 建 造 物 （ 公 財 ） 遠 山 記 念 館

◎ 建 造 物 （ 公 財 ） 遠 山 記 念 館

◎ 建 造 物 （ 公 財 ） 遠 山 記 念 館

◎ 建 造 物 （ 公 財 ） 遠 山 記 念 館

◎ 建 造 物 （ 公 財 ） 遠 山 記 念 館

◎ 建 造 物 （ 公 財 ） 遠 山 記 念 館

◎ 建 造 物 （ 公 財 ） 遠 山 記 念 館

◎ 建 造 物 （ 公 財 ） 遠 山 記 念 館

◇ 建 造 物 個 人 所 有

◇ 建 造 物 個 人 所 有

◇ 建 造 物 金 剛 寺

◇ 建 造 物 金 剛 寺

○ 絵 画 養 竹 院

○ 絵 画 養 竹 院

○ 絵 画 養 竹 院

○ 古 文 書 個 人 所 有

□ 古 文 書 個 人 所 有

□
民俗文化財
（ 有 形 ）

八 幡 神 社

□ 歴 史 資 料 光 西 寺

□ 工 芸 品 薬 師 堂 保 存 会

□ 彫 刻 個 人 管 理

民 俗 文 化 財
（ 無 形 ）

□ 彫 刻 薬 師 堂 保 存 会

□ 考 古 資 料 川 島 町

□ 彫 刻 西 見 寺

□ 彫 刻 正 泉 寺

□ 彫 刻 金 剛 寺

☆
民 俗 文 化 財
（ 無 形 ）

下 廓 囃 子 連

☆
民 俗 文 化 財
（ 無 形 ）

飯 島 囃 子 連

☆
民 俗 文 化 財
（ 無 形 ）

角 泉 囃 子 連

県 選 定 重 要
遺 跡 ・ 史 跡

※ 種類の凡例 県指定有形文化財は「○」

国登録有形文化財は「◇」 町指定有形文化財は「□」

町指定無形文化財は「☆」

稲 荷 塚 古 墳 群

指定区分／ 国指定重要文化財は「◎」

川 島 町

伊 草 獅 子 舞 保 存 会

薬 師 如 来 坐 像

石 棺

木 造 阿 弥 陀 如 来 坐 像

木 造 聖 観 音 坐 像

木 造 阿 弥 陀 如 来 坐 像

下 廓 囃 子

飯 島 囃 子

角 泉 囃 子

☆ 伊 草 獅 子 舞

金 剛 寺 大 日 堂

金 剛 寺 山 門

叔 悦 禅 師 頂 相

紙 本 着 色 達 麿 図 信 方 印

絹 本 着 色 太 田 資 頼 像

道 祖 土 文 書

小 美 濃 郷 検 地 帳

道 祖 神

算 額

鰐 口

地 蔵 菩 薩 立 像

鈴 木 家 住 宅 土 蔵

旧 遠 山 家 住 宅 中 棟

旧 遠 山 家 住 宅 西 棟

旧 遠 山 家 住 宅 土 蔵

旧 遠 山 家 住 宅 長 屋 門

旧 遠 山 家 住 宅 庭 門 及 び 内 塀

旧 遠 山 家 住 宅 裏 門 及 び 外 塀

旧 遠 山 家 住 宅 茶 室 本 席

旧 遠 山 家 住 宅 茶 室 寄 付 待 合

旧 遠 山 家 住 宅 茶 室 雪 隠

旧 遠 山 家 住 宅 茶 室 腰 掛 待 合

鈴 木 家 住 宅 主 屋

旧 遠 山 家 住 宅 東 棟

文 化 財 一 覧

種　　別 名 称

広 徳 寺 大 御 堂

◎ 絵 画
紙 本 著 色 三 十 六 歌 仙 切

（ 公 財 ） 遠 山 記 念 館
頼 基 （　 佐　　 竹　　 本　 ）

秋 野 蒔 絵 手 箱

寸 松 庵 色 紙 伝 紀 貫 之 筆

源 頼 朝 筆 書 状

絹 本 著 色 春 靄 起 鴉 図

紙 本 著 色 布 晒 舞 図 英 一 蝶 筆
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Ⅴ 教育関係役職員
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町 長 飯　島　　和　夫  菊　池　　建　太

副 町 長 石　島　　一　久 久保木　　彰　一

金　子　　直　行

馬　橋　　泰　雄

学 校 教 育 関 係 渡　辺　　洋　子

家 庭 教 育 関 係 田　中　　敦　子

学 校 教 育 関 係 鈴　木　　和　也

佐　藤　　　　榮

佐　藤　　菊　江

野　口　　久美子

島　田　　信　子

学 識 経 験 者 青　山　　鉄　兵

小　島　　小百合

岡　部　　宏　之

連 合 Ｐ Ｔ Ａ 石　井　　雅　俊 鈴　木　　春　美

中 山 小 学 校 志　田　　三重子 相　笠　　　　勇

伊 草 小 学 校 前　島　　恵　子 野　口　　正　東

つ ば さ 南 小 学 校 梶　野　　圭　佑 芝　崎　　孝　志

つ ば さ 北 小 学 校 道祖土　　裕　子 清　治　　里　臣

川 島 中 学 校 佐　藤　　真　美 小　西　　緩　奈

西 中 学 校 伊　藤　　あい子 南　　　　義　明

と ね が わ 幼 稚 園 福　田　　真之介 松　原　　謙　司

瀬　間　　義　昌

　 小　林　　哲　夫

神　田　　　　隆 松　本　　和　也

野　口　　正　東 畠　山　　　　巧

矢　部　　勝　宏 林　　　　博　之

加　藤　　俊　夫 神　田　　巳智郎

福　島　　邦　男

矢田堀　　実　香

子ども会連絡協議会 遠　山　　裕　太

出 丸
スポーツ推進審議会委員

学 識 経 験 者

八 ツ 保

小 見 野

その他関係団体

幼･小･中･PTA会長

伊 草

三 保 谷

スポーツ推進委員

中 山

八 ツ 保
長　島　　　　昇

社 会 教 育 関 係
藤　間　　　　栄

小 見 野
尾　林　　　　浩

家 庭 教 育 関 係
松　﨑　　　　進

出 丸
加　藤　　由　男

公民館運営審議会委員 伊　藤　　恵美子

学 識 経 験 者
青　山　　鉄　兵

三 保 谷
梶　野　　晴　夫

鈴　木　　　　健 関　　　　　　清

深　谷　　達　夫
伊 草

小　林　　基　男

戸　森　　　　始 菅　間　　正　治

社 会 教 育 関 係

磯　　真　砂　子

松　岡　　秀　雄 文化財保護専門調査員

神　山　　文　夫
中 山

関　口　　宣　忠

今　井　　孝　雄 佐　伯　　和　男

教 育 行 政 関 係 役 職 員 一 覧

町 文化財保護審議会委員

学識経験者
社会教育委員

山　﨑　　清　美

高　椋　　聡　子
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小 学 校 大河原　　早菜江 道　祖　土　　証

中 学 校 向　後　　正　隆 鹿　山　　日出男

社 会 教 育 委 員 磯　   真   砂   子 鈴　木　　和　也

公民館運営審議会委員 佐　藤 榮 向　後　　正　隆

学 識 経 験 者 学校ボランティア 野　口　　美智子 今　井　　孝　雄

家 庭 教 育 関 係 家庭教育ボランティア 小　林　　紀　子 菊　池　　建　太

池野谷      賢   司

神　田 隆

山　﨑　　清　美 尾　崎　　宗　良

北　村　　華　恵 石　井　　雅　俊

植　松　　裕　子 鈴　木　　喜久雄

梶　野　　圭　佑 矢　部　　勝　宏

天　沼　　美寿々 野　口　　正　東

佐　藤　　真　美 倉　持　　幸　子

福　島　　理　恵 ２ 号 委 員 遠　藤　　克　弥

有　馬　　なぎさ 飯　島　　和　夫

池　田　　凡　美 関　口　　敬　氏

尾　﨑　　宗　良 磯 賢　司

遠　山　　昌　代 藤　間 隆

永　島 智

大河原　　美　樹

中　澤　　瑛莉香

つ ば さ 北 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 代 表

川 島 中 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 代 表

西 中 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 代 表

校 医 代 表

公 募 に よ る 町 民

町 食 育 担 当 者

町 食 育 担 当 者

３ 号 委 員
東 松 山 保 健 所 所 長

識 見 者 （ 商 工 会 長 ）

識見者（民生委員・児童委員協議会長）

図書館協議会委員 生涯学習推進会議委員

学 校 教 育 関 係

１ 号 委 員

社 会 教 育 関 係

学校給食センター運営委員会委員

小 ・ 中 学 校 長 代 表

中 山 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 代 表

伊 草 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 代 表

つ ば さ 南 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 代 表
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中 山 小 学 校 ◎ 鈴　木　　和　也 渡　邉　　一　弘 田　平　　　　学

須　田　　智　大

◎ 栁　澤　　睦　夫

伊 草 小 学 校 髙　橋　　昌　史 小　浅　　　　健 〇 金　子　　美　里

八木原　　慧　悟

つばさ南小学校 〇 新　井　　雅　代 竹　下　　定　子 ◎ 山　﨑　　清　美

飯　島　　麻　衣 飯　野　　　　彬

つばさ北小学校 永　井　　裕　香 久保田　　知　美 小　林　　裕　也

川 島 中 学 校 杉　山　　駿　介 加　藤　　　　正 横　矢　　勇　志

〇 佐　藤　　香　織

西 中 学 校 岩　井　　勇依奈 小　川　　美夏子 梶　田　　伊穂理

池　田　　孝　司

三　角　　奈都美

け や き 保 育 園 津　田　　光　子

さ く ら 保 育 園 茂　木　　久　代

専門医師

清水こどもクリニック 清　水　　勝　則

専門医師

ハロークリニック 新　井　　克　己

学識経験者

とねがわ幼稚園 笛　木　　　　哲

学識経験者

梅　木　　史　子

学識経験者

新　井　　真　弓

◎委員長
○副委員長

県 立 川 越
特 別 支 援 学 校

学 校 教 育 各 種 委 員 会 委 員

学校名等 学校教育推進員 就学支援委員 児童生徒体力向上推進委員

子 育 て 支 援 課
(子育て支援グループ)

県立川島ひばりが丘
特 別 支 援 学 校
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川島町教育委員会 令和５年８月発行

〒 ３５０ - ０１９２

埼玉県比企郡川島町大字下八ツ林８７０番地１

教育総務課 TEL：０４９ - ２９９ - １７３０

FAX：０４９ - ２９７ - ８４１０

生涯学習課 TEL：０４９ - ２９９ - １７１１

FAX：０４９ - ２９７ - ８４１０

★ 令和５年度　教育要覧「川島の教育」　★

E-Mail Address     gakkou@town.kawajima.saitama.jp

E-Mail Address     syougai＠town.kawajima.saitama.jp
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